
企
部
古
蹟
志
巻
十
二

問
・
和
田
・
石
川
三
氏
の
邸
地
漣
は
磁
ら
守
本
多
下
邸
地
内
た
り
し

が
、
御
前
坂
の
下
は
明
地
に
て
‘
下
邸
内
に
あ
ら
宇
。
然
る
を
微
妙

公
、
年
寄
女
中
今
井
の
名
跡
と
し
て
丹
問
視
負
を
被
邑
召
出
一
七
百
石

賜
は
り
、
居
邸
を
被
v

下
時
、
如
何
成
事
に
や
此
の
地
を
揚
地
に
命
ぜ

ら
れ
、
彼
の
邸
地
に
賜
は
り
た
り
。
此
の
地
共
の
以
前
本
多
家
中
戸

回
靭
負
と
て
千
石
取
の
邸
地
た
り
。
然
る
を
同
首
同
名
の
入
再
び
拝

領
せ
し
は
、
不
思
議
成
事
也
と
、
先
年
務
侯
よ
り
御
簿
ね
の
時
、
今

の
戸
岡
氏
よ
り
番
上
げ
た
り
し
と
云
ふ
。
湯
潟
紙
府
日
く
、
藩
士
の

戸
回
線
負
は
、
背
山
永
保
が
い
へ
る
如
〈
、
微
妙
公
の
時
よ
り
の
年

寄
女
中
今
井
の
名
跡
に
て
、
今
井
の
茶
湯
料
五
十
石
も
世
々
家
織
の

外
陀
賜
は
り
た
り
。
叉
和
国
女
郎
兵
衛
は
、
微
妙
公
の
年
寄
女
中
中

山
の
名
跡
に
て
、
寛
文
元
年
元
組
次
郎
兵
衡
を
被
邑
召
尚
一
六
百
石
賜

は
り
た
り
。
叉
石
川
太
郎
右
衛
門
は
、
天
珠
公
の
生
母
響
良
院
殿
の

親
族
に
て
.
太
郎
右
衛
門
を
初
め
て
被
昌
召
出
一
一
貫
暦
八
年
新
知
百
五

十
石
賜
は
り
た
り
。
然
れ
ば
戸
岡
・
和
聞
は
年
寄
女
中
の
名
跡
に
て

略
出
さ
れ
、
そ
の
頃
如
何
怠
る
故
あ
り
し
か
を
停
承
せ
宇
と
い
へ
ど

も
、
本
多
氏
下
邸
地
の
内
揚
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
商
人
の
邸
地
と
た
し

賜
は
り
た
る
も
の
た
り
。
石
川
は
貸
暦
八
年
に
新
知
賜
は
り
た
る
後

孝
伯
へ
腐
ら
れ
た
り
云
々
。
本
多
佐
渡
守
正
信
に
子
息
雨
人
あ
り
0

.
兄
は
上
野
介
、
二
男
安
房
守
。
ま
た
戸
問
組
負
助
は
佐
渡
守
殿
内
室

の
甥
也
。
と
あ
り
。
一
訟
に
‘
戸
悶
級
負
は
元
組
安
易
守
政
重
の
妾

腹
陀
出
生
せ
し
・
男
子
に
て
‘
共
の
貨
は
美
漉
大
垣
藩
戸
田
左
門
の
子

怠
り
。
故
に
戸
田
氏
を
稀
し
た
る
か
と
云
ふ
。
平
吹
按
や
る
に
‘
伎

の
妾
が
事
は
、
随
意
雑
録
K
.
本
多
故
安
易
守
上
京
の
時
、
戸
田
左

門
殿
と
切
々
出
合
弘
、
常
々
別
し
て
知
音
た
り
し
ゅ
ゑ
に
、
美
濃
大

垣
へ
立
寄
被
v
申
け
る
成
、
左
門
殿
甚
だ
悦
び
饗
廊
せ
ら
れ
、
寵
妾
を

闘
し
酌
た
ど
と
ら
せ
け
る
に
、
安
易
守
自
民
入
り
、
此
婦
人
を
ひ
た

す
ら
所
盤
せ
ら
れ
け
る
庭
.
此
頃
懐
妊
中
に
候
開
成
問
敷
由
左
門
殿

被
v
申
。
安
易
守
夫
と
そ
一
段
之
儀
、
若
し
男
子
・
な
ら
ば
子
に
可
v
仕‘

.
女
子
た
ら
ば
何
方
た
り
と
も
有
付
か
せ
可
v
申
と
の
事
陀
て
‘
加
州
ヘ

召
連
れ
来
り
け
る
に
、
則
ち
男
子
出
生
す
。
本
多
刑
部
と
名
乗
り
、

加
州
の
御
家
に
て
人
持
組
と
た
し
、
家
総
千
五
百
石
賜
は
る
。
然
る

鹿
戸
岡
左
門
殿
も
旗
本
へ
出
し
度
存
知
ら
れ
‘
美
渡
大
垣
へ
引
取
ら

れ
け
れ
ど
も
、
旗
本
に
有
付
け
る
事
友
ら
宇
、
大
垣
に
て
千
石
被
v
遺

た
り
。
共
頃
利
常
卿
も
御
懇
意
友
り
し
ゅ
ゑ
御
般
物
あ
り
し
と
也
。

叉
三
登
記
に
も
‘
先
年
将
軍
家
御
上
洛
の
時
.
本
多
安
易
守
利
常
卿

金
揮
官
蹴
志
巻
十
二

の
事
た
れ
ば
、
梢
税
廷
の
事
に
て
、
右
揚
地
と
成
り
た
る
地
面
の
徐

分
有
v
之
を
、
迫
っ
て
居
邸
に
賜
は
り
た
り
し
と
聞
ゆ
。
然
ら
ぽ
此
の

地
法
の
揚
地
と
成
り
た
る
は
、
寛
文
の
頃
危
ら
ん
か
と
い
へ
り
。
卒

女
按
4
y
る
に
、
和
田
次
郎
兵
衛
は
寛
文
元
年
に
呼
出
さ
れ
1

年
寄
女

中
中
山
の
名
跡
を
命
ぜ
ら
れ
し
か
左
、
此
の
邸
地
を
賜
ひ
し
は
、
延

費
以
後
な
ら
ん
か
。
延
貨
の
金
滞
闘
を
見
る
に
、
此
の
地
植
地
都
て
本

多
安
易
下
屋
舗
と
記
蛾
す
。
さ
て
右
三
士
世
々
居
住
せ
し
か
ど

1

・明

治
駿
務
の
際
三
士
共
地
商
を
費
却
し
て
退
去
せ
り
。

。

戸

田

制

負

偉

許

認

報
告
・
美
浪
園
大
垣
藩
戸
問
委
正
の
別
れ
に
て
、
本
多
安
之
介

fm-

守
政
重
の
ゆ
か
り
の
人
・
な
る
故
に
、
千
石
を
合
力
た
し
、
.
午
邸
内
陀
-

居
宅
を
建
て
、
居
住
せ
し
め
た
り
と
い
へ
ど
も
・
後
に
限
申
請
け
遜

去
す
と
云
ふ
。
按
宇
る
に
、
本
位
鍛
の
添
書
民
、
此
の
替
の
下
替
、

佐
渡
守
次
男
安
易
殿
は
松
平
加
賀
守
殿
の
御
家
老
た
り
し
が
、

A
A
へ

被
v
港
、
他
の
見
聞
も
な
か
り
し
。
安
易
殿
家
老
戸
同
級
負
助
七
十
徐

に
て
、
京
二
保
下
る
材
木
町
東
側
に
隠
遁
し
居
た
る
時
、
予
が
友
三

宅
玄
賀
法
名
度
雲
働
遣
の
友
た
れ
ば
、
折
に
ふ
れ
興
に
乗
じ
て
、
此

の
書
の
物
語
有
v
之
時
、
玄
賀
強
ひ
て
懇
望
い
た
さ
れ
、
情
拘
置
き
て
息

の
御
供
に
て
上
京
せ
し
頃
、
近
江
園
膳
所
の
披
主
富
田
左
門
へ
立
寄

り
酒
宴
の
と
き
、
い
と
優
な
る
女
中
出
で
酌
を
取
り
け
る
に
、
安
易

守
此
の
女
を
所
望
せ
ら
れ
け
れ
ば
‘
左
門
被
'
申
け
る
は
、
身
重
き
や

う
に
聞
く
‘
安
産
し
て
後
遺
し
可
ν
申
と
云
ひ
け
る
に
、
安
易
守
共
憧

遁
れ
て
行
き
、
男
子
た
ら
ぽ
主
人
民
申
し
て
知
行
を
と
ら
せ
、
若
し

女
子
危
ら
ぽ
縁
付
か
せ
可
v
申
と
て
‘
頓
に
金
津
へ
漣
来
ら
れ
.
登
屋

の
前
と
ぞ
申
し
け
る
。
程
な
く
出
産
あ
り
て
男
子
を
出
生
す
。
成
長

の
後
中
納
官
利
常
卿
召
出
さ
れ
‘
本
多
刑
部
と
名
乗
り
‘
千
石
扶
持

せ
ら
る
。
光
高
君
逝
去
の
一
年
前
に
、
富
岡
左
門
美
浪
の
大
柿
に
て
死

去
の
跡
へ
引
越
し
、
宮
田
釆
女
と
申
し
け
り
。
か
く
て
彼
登
屋
の
前

死
去
の
後
、
烏
丸
大
納
言
殿
の
息
女
、
綾
の
小
路
中
納
言
殿
の
内
室

の
妹
・
な
り
け
る
を
‘
安
房
守
政
重
嫁
委
せ
ら
れ
‘
長
松
丸
出
生
た
り

と
云
々
。
右
宮
岡
左
門
は
則
ち
戸
田
左
門
が
事
也
。
此
の
鱒
続
共
に

て
見
れ
ば
、
戸
回
線
負
と
は
元
よ
り
別
人
怠
る
と
と
知
ら
れ
け
れ

ど
.
共
の
事
貸
由
縁
@
る
や
う
に
聞
ゆ
。
故
に
本
多
氏
に
於
て
も
‘

先
年
美
浪
大
垣
の
戸
岡
家
へ
間
合
等
の
事
あ
り
し
か
ど
.
判
然
た
る

答
左
か
り
し
と
い
《
り
。
さ
て
戸
間
観
負
と
い
へ
る
は
‘
元
和
二
年

十
二
月
本
多
元
祖
安
易
守
政
重
よ
り
書
出
し
た
る
家
人
武
功
取
調
書




